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ぎかいのひろばぎかいのひろばぎかいのひろば
取り組んでます

！
取り組んでます

！

ＳＤＧｓＳＤＧｓ

「世界中にある環境問題・差別・貧困・

人権問題といった課題を、世界のみ

んなで2030年までに解決してい

こう」という計画・目標のことです。

SDGsとは …

・突撃インタビュー …… P2～ 3

ＳＤＧｓ祭りにおじゃましました

・令和４年度決算 ……… P4～ 7

一般会計「136億円の使いかた」



　10月１日（日）、能登中核工業団地内で「能登中核
工業団地ＳＤＧｓ祭り」が開催され、たくさんの来場
者で賑わいました。　
　今回は、飲食店コーナーに出店されている皆さんに
お話をお聞きしました。

表紙写真（左上から）　
Tanitanien/市左衛門 /ビストロ
イグレッグ/志賀町商工会青年部
/焼処のりちゃん /アクアパーク・
シ・オン /ペンションタイムリー
/㈱ロッキー /㈱ミンラック
ご協力ありがとうございました。
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①取り組んでいる「ＳＤＧｓ」はありますか。

●フードロスに取り組んでます。

●今回のイベントでは売れ残りを作らないように、
廃棄物をださないことを心掛けています。

●二酸化炭素の削減に取り組んでいます。

●買い物の時は必ずマイバッグを使ってます。

②次世代（子ども達）に繋げていきたい、
　残していきたいことはありますか。

●人が少なくなっても、今日のようなイベントや地域
のお祭りを継続していってほしいです。

●志賀町の事業者も減ってきていますが、このような
場所での姿や実際に働いている自分たちの姿を記憶
にとどめておいてほしいです。

●現在の施設をずっと残したいです。

●海洋ごみなど負の遺産を観光資源へと変えて、町の
よいところを発信していきたいです。

●自然を守り、志賀町の美しい環境を残したいです。

●地域の祭りを残してほしいです。



突撃突撃

インタビュー
インタビュー

志賀高校生も志賀高校生も
参加しました参加しました
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ステージで来場者にごあいさつ

ドローン体験教室や縁日コーナーでは
志賀高校生が大活躍

③町や議会にひと言

●子ども達が遊べる場所がもっとほしいです。

●町内に増えている空き家がどうなるのか心配です。

●子ども達の通学路で信号機がなく危ない場所がある
ので、改善してほしいです。

●後継者不足と言われていますが、活躍する場はたく
さんあると思います。町からのＰＲをお願いします。

社会人になっても
地域活動に参加し
たいと思います！



会計別の決算状況　　

令和４年度決算令和４年度決算 をを認定認定
会　計　名 歳 入 額 歳 出 額 差引残額

一 般 会 計 １３８億２２５８万円 １３６億６６８９万円 １億５５７０万円

特
別
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 ２３億４１９１万円 ２３億３３０８万円 ８８４万円
後 期 高 齢 者 医 療 ３億８０７３万円 ３億８００２万円 ７２万円
介 護 保 険 ２９億４０１９万円 ２９億３７３４万円 ２８５万円
診 療 所 事 業 ２億２９８５万円 ２億２９８５万円 ０円
水　道（収益的収支） ６億２３０１万円 ５億４７６５万円 ７５３６万円
水　道（資本的収支） ４億４３９０万円 ６億５５４４万円 △２億１１５４万円
下水道（収益的収支） １１億１３９９万円 １０億５９７７万円 ５４２２万円
下水道（資本的収支） ５億６７８３万円 ９億　　７６万円 △３億３２９３万円
病　院（収益的収支） １５億５５７４万円 １３億５１１８万円 ２億　４５６万円
病　院（資本的収支） ２億１５９５万円 ３億　７０９万円 △９１１４万円

「136億円の 使いかた」使いかた」
　９月定例会は、８月29日から９月15日まで18日
間の会期で開かれました。
　令和４年度の決算審査では、一般会計136億円の
支出を認定しました。
　※議決結果は９ページ参照

収益的収支：一事業年度の企業の経営活動に伴って発生する全ての収益と費用。
資本的収支：建物・施設の建設といった支出の効果が次年度以降に及ぶものや
　　　　　 企業債の元金償還などの費用と、その財源となる収入。 

※グラフや表の数字は四捨五入により
　額が一致しないことがあります。

自主財源：町で集めたお金

依存財源：国や県の基準に
基づき交付されたり、割り
当てられたりするお金
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地
方
自
治
体
は
、
財
政
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早
期
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政
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賀
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、
国
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き
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お
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。　

　

地
方
創
生
の
取
組
、
地
域
経
済

対
策
の
ほ
か
、
防
災
対
策
な
ど
重

要
課
題
に
も
対
応
し
な
が
ら
さ
ら

な
る
健
全
な
財
政
運
営
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

財
政
は
健
全

【財政指標】

【町債（借入金）残高の推移】

指 標 名

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
財政規模に対する一
般会計等の赤字の割
合

財政規模に対する全
会計の赤字の割合

財政規模に対する１
年間に支払った借入
金返済額等の割合
(過去３か年間の平均値）

財政規模に対する将
来町が支払う借入金
返済額等の割合

志賀町 （赤字なし） （赤字なし） 8.8％ （該当なし）

国基準
早期健全化基準 13.67％ 18.67％ 25％ 350％

財政再生基準 20％ 30％ 35％ －

令和４年度
決　算 「136億円の 使いかた」「136億円の

一般会計一般会計

志賀町野球場を改修
２億4969万円
野球場の観覧席、電光掲示板、
グラウンド、管理棟内部など
を改修

消防ポンプ自動車を購入
　（上熊野分団）
　　　　2264万円

空家等（危険空家）の解体に
補助 200万円

観光イベント支援事業 1534万円
　町内の各種団体が実施するイベント
に対し、その一部を助成

シーサイドヴィラ渤海、道の駅とぎ
海街道改修 2488万円
　とぎ海街道は、さくら貝展示室整備
や物販・飲食スペースを改修

農業共同利用施設改
修に補助 4401万円
施設改修に対し、費用
の一部を助成
・志賀町カントリーエ
　レベーター
・土田ライスセンター

子ども医療費を助成
　　　4103万円
0～ 18歳までの
子どもの医療費を助成

移住定住を促進 1160万円
若い世代の移住促進を奨励
（住まいづくり、家賃助成、空家
リフォーム、就業促進など）
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令和４年度
決　算ここに注目！ここに注目！

コロナ臨時交付金で
多くの事業を実施

　「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」は
感染拡大の影響を受けている地域経済や住民生活を支援し、
地方創生を図ることを目的として国から交付されました。
　町ではこの交付金を使って多くの事業を実施しました。
　　　　　　　　

※金額は事業費の総額です。

22億億
36233623
　　万円

71557155
　万円

57385738
　万円

710710
　万円

221221
　万円

150150
　万円

地域元気券発行事業

マイナンバーカード
普及促進事業

物価高騰対策支援事業

新生児応援特別給付金

公金収納
キャッシュレス化経費

ふるさと志賀産米
学生応援事業

　コロナ禍が続く状況にあって、原油価格・物価
高騰に直面する町民や事業者を支援するととも
に、町経済の活性化を図るため、プレミアム率
100％の志賀町地域元気券発行事業を実施　

※販売冊数56,242冊　　

　マイナンバーカード新規取得者及び保持者に対
し、5000円の給付金を支給　

※カード交付率
　79.35％
　（R5.3月末現在）

　肥料などの価格高騰に対する農業者や畜産農家に対す
る支援、ガソリンなどの燃油価格高騰に対する運送事業
者等や林業者及び漁業者に支援　

運送事業者（申請件数 45件）
農業者（対象者 400人）、畜産農家（対象者 7人）
林業者（対象者 1人）、漁業者（対象者 136人）

　子育て世帯を支援するため、
新生児を対象に10万円を給付

※給付者数　71人　

　公金・窓口手数料納付のキャッシュレス化を導入

　電子入札導入事業、感染症予防（マスク・消毒
液の購入）、富来小学校空調設備工事などの事業
が実施されました。

　志賀町出身の学生を
支援するため、志賀産
米を保護者の申請によ
り贈呈　

※申請件数220件

その他の事業
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志志っっ賀賀りり

一
般
会
計
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敬
老
会
の
在
り
方
に
つ
い
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検
討
し
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は
ど
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か
。

答
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老
会
は
地
域
で
集
ま
る
こ
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が
目
的
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手
伝
い
を
さ
れ
る
女
性
の
会

の
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散
や
参
加
者
の
減
少
も
あ

り
、
今
後
、
在
り
方
を
検
討
す

る
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要
が
あ
る
。

質
疑

　

漏
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の
空
き
家
に
つ
い
て

の
対
策
は
。

答
弁寒

波
の
際
、
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員
が
事
前
に

２
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０
件
近
く
の
元
栓
を
閉
め

た
。
漏
水
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多
か
っ
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は
住

ん
で
い
て
も
漏
水
箇
所
が
家
の

裏
側
な
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で
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付
か
な
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ケ
ー

ス
が
多
か
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た
。　

　

各
自
で
の
対
策
が
重
要
で
あ

り
、
対
策
の
周
知
と
地
域
内
で

の
周
知
を
お
願
い
す
る
。　

質
疑

　

利
用
が
少
な
い
原
因
は
何
か
。

借
入
金
額
の
増
額
な
ど
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。　

答
弁少

子
化
に
加
え
、
親
が
す
べ

て
賄
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

貸
付
金
額
の
増
額
は
返
済
額
が

増
え
る
た
め
借
り
づ
ら
く
な
る
。

　

返
済
の
免
除
制
度
を
中
学
、

高
校
に
周
知
し
て
い
る
が
申
込

が
な
い
。　
　

敬
老
会
事
業　

　

今
後
の
実
施
は

空
き
家
の
漏
水
対
策
は

奨
学
基
金
の

　
　

利
用
促
進
を

水
道
事
業
会
計

令和4年度決算令和4年度決算のの審査審査
チェックチェック予算決算

   常任委員会

一般会計　主な補正理由

（歳入）
　・国の内示に伴う国庫支出金と町債の減額
　・事業実施に伴う県支出金と基金繰入金の増額

（歳出）
　・定期人事異動による職員給与費の減額
　・役場本庁舎１階窓口のローカウンター購入
　・みらいとうぶ整備費の増額
　・（仮称）アーバンスポーツ（多目的広場）施設の管理棟備
　　品等購入
　・大雨による道路や農業用施設の災害復旧事業費の増額

令和５年度９月補正予算令和５年度９月補正予算をを可決可決
会　計　名 補 正 額 予 算 額

一 般 会 計 １億６２６８万円 １２７億２１１０万円

特
別
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 １００万円 ２２億９９９９万円
後 期 高 齢 者 医 療 １１２万円 ４億　１１６万円
介 護 保 険 △５６万円 ２９億７６４７万円

水道
収 益 的 支 出 △６７９万円 ５億８５３６万円
資 本 的 支 出 △２４４万円 ９億８６４１万円

病院
収 益 的 収 入 ２０７３万円 １５億３６０４万円
収 益 的 支 出 ２００万円 １４億４５９２万円

椅子に座って手続きができるように
なった窓口

　

町
執
行
部
に
は
、
事
業
の
必

要
性
、
緊
急
性
や
費
用
対
効
果

を
十
分
検
討
し
、
住
民
福
祉
の

向
上
、
行
財
政
改
革
を
不
断
に

実
行
し
、
今
後
も
健
全
で
計
画

的
な
財
政
運
営
を
図
ら
れ
る
よ

う
求
め
ま
す
。

委
員
長
か
ら

委
員
長
か
ら

　

ひ
と
言

　

ひ
と
言
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議案に
対する討論 討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否の意見を表明し、

その理由を述べて他の議員に賛同を求めるものです。　

討論・採決の
映像は
こちらから

反
対 中谷 松助 議員

反
対 中谷 松助 議員

反
対 越後 敏明 議員

反
対 南　正紀 議員

反
対 中谷 松助 議員 反

対 中谷 松助 議員

賛
成 南　正紀 議員

賛
成 中谷 松助 議員

賛
成 中谷 松助 議員 賛

成 南　政夫 議員

　町民が今本当に求めているとは思えないようなものを作るより、例えば、学
校給食完全無償化や上下水道料金の値下げなど、暮らしと福祉、心の向上に繋
がるようなところにより力をいれるべき。

　アーバンスポーツ、多目的広場施設の
管理棟備品などの購入費が含まれており、
安全なスケートボート練習場は必要とし
てもそれ以上の大掛かりなものは今必要
ではない。

　スケートボート整備費用は、町体育協
会、町内団体から建設要望も出ていない
中で、およそ10億円もの公共施設は、地
域の実状を捉えて住民福祉の向上につな
がるのか。
　町外の利用者のための公共施設となり
将来町の重荷になる。

　デジタル化が避けて通れない社会情勢
や、マイナンバーカードと保険証の一体
化により、数々のメリットが生じること
を勘案すると、推進すべき事業である当
該事業を否定する請願には賛同しかねる。

　条例改正の根本には個人情報保護を後退させ、大
量の個人情報をビジネスに利用しようとする特定の
企業の利益を後押ししようという国の姿勢への寄与
に繋がる恐れがある。

　持続可能な労働条件の確保ができるよう契約単価
のアップなど労働条件の向上につながる対応こそ進
めるべきで、災害時の労働条件の改悪、企業の乱用
に繋がる恐れがある。

　住みよいまちづくりに配慮した補正で
あり、資金の使途・補正額ともに適正。
　本町の豊かな将来の創出、一大事業で
ある先進的海洋センター整備事業へも積
極的に補正しており、将来を見据えた町
政運営には敬意を表する。　

　健康保険証の廃止は、国民皆保険制度
の根幹を破壊する重大問題に発展しかね
ず、保険証を持てず保険診療を受けられ
ない人が生じないよう、国に対し、中止・
見直しを求める。

　教職員の増員、さらなる少人数学級の
推進で、先生も児童生徒も、もっとゆと
りをもって学べるようにすべき。
　教職員の労働条件の改善は子ども達の
教育改善につながる。　

　学校現場において、いじめや不登校と
いった教育課題の解決のためには、教職
員が児童生徒としっかり向き合う体制を
整備することが重要。
　教職員の長時間労働は、一定程度は改
善がみられるものの、さらなる働き方改
革の推進が求められる。　

第３回臨時会
議案第39号

反対賛成

請願第２号

請願第３号

発委第３号 発議第３号

＜健康保険証廃止の中止等を求める意見書採択の請願＞

＜少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書の提出を求める請願＞

＜議会の個人情報保護に関する条例の改正＞ ＜除雪業務における時間外労働の
　取扱いに関する意見書＞

９月定例会９月定例会
　議案第42号
　　一般会計補正予算

　　（第３号）
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議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
38

工事請負契約の締結「志賀町役場庁舎非常用発電機改修工事」… 役場庁舎非常用発電機の改
修工事を行うにあたり、池田建設工業株式会社　代表取締役　池田　政基と１億2138万1700円で締結。

可決
賛11　反０

議案
39

工事請負契約の締結「（仮称）アーバンスポーツ（多目的広場）施設整備工事」… （仮称）
アーバンスポーツ（多目的広場）施設整備工事を行うにあたり、南建設株式会社　代表取締役　南　裕
基と２億1434万1600円で締結。

可決
賛７　反４

議案
40

財産の取得「除雪トラック」… 除雪トラックを購入するにあたり、ＵＤトラックス株式会社金
沢カスタマーセンター　カスタマーセンター長　村上　和也から3267万円で取得。

可決
賛11　反０

議案
41

財産の取得「スケードボード用セクション」… スケードボード用セクションを購入するにあ
たり、株式会社かぶとやスポーツ　代表取締役　甲　秋水から869万9152円で取得。
※スケードボード用セクション：スケートボート用に作られたアイテムや障害物のこと

可決
賛10　反１

議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

報告
1

専決処分の報告（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定）… 固定資産課税台帳の
登録誤りに伴い、相手方が相続手続きに要した経費について、損害を賠償。 報告のみ

議案
42 令和５年度一般会計補正予算（第３号）… ７ページ参照 可決

賛８　反３

議案
43～ 47

令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）～令和５年度町立富来病院事業
会計補正予算（第１号）… ７ページ参照

可決
賛11　反０

認定
1 令和４年度一般会計歳入歳出決算認定… ４～７ページ参照 可決

賛10　反１

認定
2,4 ～ 8

令和４年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定～令和４年度町立富来病院事業
会計決算認定… ４・７ページ参照

可決
賛11　反０

認定
3 令和４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定… ４ページ参照 可決

賛10　反１

請願
2

健康保険証廃止の中止等を求める意見書採択の請願… 健康保険証の廃止により健康保険証を持てず、
保険診療を受けられない人が生じないよう、健康保険証の廃止とマイナンバーカードへの一体化について中止を含
め、見直すことを求める。　提出者：石川県社会保障推進協議会　代表委員　松浦 健伸　 紹介議員：中谷 松助

不採択
賛２　反９

請願
3

少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書の提出を求める請願… 学校編成標準の引き下げは小学
校に留まらず、中学校・高等学校での早期実施も必要であり、きめ細かい教育活動を進めるためにも国への働き
かけを要望する。　提出者：石川県教職員組合中能登支部　執行委員長　三室　大樹 　紹介議員：堂下　健一

採択
賛11　反０

発委
3

議会の個人情報保護に関する条例の改正… 条例に罰則規定を追加。
提出者：議会運営委員会委員長　櫻井　俊一

可決
賛９　反２

発委
4

少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書… 請願第３号の採択を受け、意見書を国に提出。
提出者：教育民生常任委員会委員長　南　正紀　 

可決
賛11　反０

同意
2～ 4

固定資産評価審査委員会委員の選任… 委員の任期満了により、北口　顕照氏（再任）、土田　
善博氏（再任）、大正路 哲郎氏（再任）を選任するため議会の同意を求めるもの。

同意
賛11　反０

同意
5

教育委員会委員の任命… 委員の任期満了により、岡本 明希氏（相神）を任命するため議会の同意
を求めるもの。

同意
賛11　反０

発議
3

除雪業務における時間外労働の取扱いに関する意見書… 除雪業務全般に対しては災害と
同様、一律に時間外労働の上限規制の適用除外を求める。提出議員：表谷　茂浩　

可決
賛９　反２

回回

月月

３３

９９

臨臨

定定

時時

例例

会会

会会

議議決決 結結果果
※議長は採決に加わりません。
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10

あなたあなたのの

議会広報を読んでの感想を
お聞かせください。

聞かせてください！聞かせてください！声声
議会広報
読んでますか？

議会広報の記事で
よかったところはありますか。

・前に比べて読みやすくなった。
（40代　男性）

・リニューアル後、たいへん見やすく
なった。（70代　男性）
・表紙が議会とあまり関係のなさそう
で、一見すると堅苦しいイメージで
はなく、親しみをもって読めるよう
に感じる。（50代　女性）

・年間のハード事業、ソフト事業が写
真付きで詳細に記されていることが
わかりやすい。（70代　男性）
・「しかまちＬＩＦＥ」で町の良さを知
ることができた。（50代　女性）

・「しかまちＬＩＦＥ」を毎回楽しみにしている。志賀
町在住でも知らない事、わからない事がたくさんあ
るが、これを読むといろんな人の思いが聞ける。

（40代　女性）
・議決結果をもう少し詳しく。（特に反対の意見を）

　（70代　男性）

・これまで読むことはなかったが、町民の顔が載
せてあることで、町の広報のような感じがして、
見て、読んでみようという気持ちになった。

（50代　女性）
・広報紙があるのを知らなかった。（60代　男性）
・議員だけではなく、町民の皆さんの写真やお話
を載せることで親近感が沸き、読みたくなると
思う。（40代　女性）

・一般質問の様子がよくわかる。（60代　男性）
・全体を通して、これに目を惹かれるという
ページはなかった。（30代　男性）

・志賀高校の記事がよかった。（40代　男性）
・「町政を問う」の内容がよい。各議員の思いと
町の回答がよくわかる。（70代　男性）

10ぎかいのひろば №73
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議員活動報議員活動報告告

冨澤　軒康／寺井　強／南　政夫　
（前列）表谷　茂浩 委員長／南 正紀 副委員長　　

今回、ご意見をくださったみなさん、
ありがとうございました。
　町民の皆さんの意見を聞いて、少しでも町民に
よりそう良い議会広報にしていきたいと思います。
　また皆さんのご意見・ご要望にお応えできるよ
う取り組んでまいります。
　これからもたくさん

「聞かせてください！あなたの声」
　                     － 議会広報特別委員会一同 －

志賀町議会情報を発信します！

新
人
議
員
研
修
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梢　

正
美

　

７
月
18
日
か
ら
20
日
、
滋
賀
県
大
津
市

で
町
村
議
会
議
員
研
修
「
１
年
目
議
員
の

た
め
に
」
を
受
講
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
議
員
活
動

を
支
え
る
基
礎
力
を
養
う
こ
と
を
狙
い

に
、
３
日
間
、
地
方
自
治
制
度
と
地
方
議

会
に
お
け
る
知
識
習
得
を
目
指
し
て
、
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公

布
及
び
施
行
と
議
会
の
位
置
付
け
、
議
員

の
身
分
・
職
務
等
、
基
本
的
な
法
律
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
法
律
に
基
づ
い
た
議
会
の
仕

組
み
を
座
学
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
議
員

間
の
交
流
を
通
じ
て
沢
山
の
対
話
か
ら
幅

広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
学
び
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
志

賀
町
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
「
ど
ん

な
町
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
か
」、

対
話
の
場
づ
く
り
か
ら
始
め
、
対
話
か
ら

生
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
、
聴
い

た
声
を
し
っ
か
り
政
策
提
言
し
、
町
と
の

議
論
を
重
ね
て
い
く
な
か
で
、
町
と
議
会

の
共
創
に
よ
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り

良
い
幸
せ
な
暮
ら
し
の
実
現
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

７
月
28
日
羽
咋
郡
議
長
会　

国
立
工
芸
館
・
県
立
図
書
館
視
察

８
月
４
日
石
川
県
議
会
議
長
会

　

議
会
広
報
研
修
会

　
「
住
民
に
読
ま
れ
、
伝
わ
り
、

　
　
　
　

議
会
の
見
え
る
化
へ
」

　
　

講
義
の
受
講
と
議
会
広
報
へ
の

　
　

ア
ド
バ
イ
ス

８
月
10
日
石
川
県
議
会
議
長
会　

　

町
議
員
・
監
査
委
員
合
同
研
修
会

　
「
地
方
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
」
受
講

９
月
13
日
議
会
全
員
協
議
会　
　

　

輪
島
市
門
前
町

　

門
前
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
視
察

議会広報に掲載してほしいことはありますか。

・委員会は放送も傍聴もないので、もう少
し詳しく掲載してほしい。（６0代　男性）
・議員一人ひとりの評価を町民がつけるよ
うなものがほしい。議会での働きが客観
的につけられるのは良い事だと思う。

（30代　男性）
・議員の一日、どんな仕事をしているのか
興味がある。（50代　女性）

・議員の活動や意見を載せてほしい。今
までも載せてあるが文字が並んでいる
だけで読みにくい。（50代　女性）
・町民からの疑問・質問コーナーがほし
い。若い世代の人たちの町に対する思
いを知りたい。（40代　女性）　　　

ぎかいのひろば №73
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12

（13ページ）

（15ページ）

（14ページ）

１　富来地域の活性化について　
２　自衛消防隊存続の支援について

１　能登地域トキ放鳥推進シンポジウムの開催について　
２　夏冬の避難所対策は万全か
３　風力発電問題を問う

１　人口減少が進む本町の今後を問う　
２　本町の高齢者の健康維持・増進を目的とする各種取組をさ

らに充実させよ
３　中学校部活動指導員配置事業について

【一般質問とは】
　議員が町政一般について、報告や説明
を求め、質問することをいいます。
　１人あたりの持ち時間は答弁を含めて
40分です。

南　　正紀　議員

堂下　健一　議員

（17ページ）

１　町長が描く町のありたい姿（ビジョン）を問う
２　アーバンスポーツ施設整備事業を問う
３　地域防災力向上に向けた自主防災活動に対しての現況を聞く

梢　　正美　議員

林　　一夫　議員

（16ページ）

１　ＡＬＰＳ処理水海洋放出の中止を求めよ　
２　健康保険証廃止撤回を求めよ
３　米寿「敬老福祉金」は現金支給を
４　特別養護老人ホームの増床を
５　75歳以上にも人間ドック健診補助を
６　小中学校の給食費の完全無償化を
７　会計年度任用職員の勤勉手当支給の有無を聞く

中谷　松助　議員

一般質問の動画は上
のＱＲコードを読み
込んでください。

一般質問

５５氏氏がが登壇登壇
町政を問う！町政を問う！

12ぎかいのひろば №73
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をを問う!問う!町政町政町政町政

５氏が登壇

南
　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が

加
速
す
る
富
来
地
域
に
、
渤
海

周
辺
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
と

併
せ
た
活
性
化
対
策
を
求
め
る
。

①
教
育
施
設
の
な
い
地
域
に
若

者
は
定
住
し
な
い
。
小
中
学
校

の
存
続
を
求
め
る
。

②
サ
ー
フ
ァ
ー
に
人
気
の
領
家

海
岸
の
養
浜
を
人
工
リ
ー
フ
の

設
置
方
法
の
再
検
討
で
対
策
す

べ
き
。

③
今
回
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

に
、
民
間
が
参
入
で
き
る
よ
う

補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
求
め

る
。

自
衛
消
防
隊
存
続
の
支
援
を
問
う

装
備
の
充
実
・
防
災
意
識
の

　

啓
発
を
強
化
す
る

町
長

て
い
く
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

小
型
ポ
ン
プ
は
定
期
的
な
点

検
と
放
水
の
訓
練
を
お
願
い
す

る
。
装
備
に
必
要
な
消
防
資
機

材
は
補
助
率
の
か
さ
上
げ
を
検

討
す
る
。

　

自
衛
消
防
操
法
大
会
中
止
の

代
替
と
し
て
小
型
ポ
ン
プ
の
一

斉
点
検
と
放
水
の
練
習
実
施
に

向
け
準
備
し
て
い
る
。

　

防
災
意
識
の
醸
成
や
自
助
・

共
助
の
重
要
さ
を
研
修
会
や
広

報
等
を
通
じ
、
啓
発
を
強
化
し

て
い
く
。

南
　

地
域
に
お
け
る
自
衛
消
防
隊

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
が
、
各

地
に
配
置
さ
れ
て
い
る
小
型
ポ

ン
プ
も
適
切
な
管
理
・
使
用
が

求
め
ら
れ
る
。　
　

　

自
衛
消
防
隊
の
活
動
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能

か
、
考
え
を
問
う
。

町
長

　

自
衛
消
防
隊
の
存
続
に
は
、

地
域
ぐ
る
み
で
高
い
防
災
意
識

が
必
要
で
あ
り
、
地
域
防
災
組

織
も
含
め
地
域
全
体
で
協
力
し

　

執
行
部
よ
り
前
向
き
な
答
弁

を
引
き
出
せ
る
と
「
次
回
も
頑

張
る
」
と
の
気
持
ち
に
な
る
。　

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁

進
し
ま
す
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

地域でも高い防災意識が必要

南　　正紀　議員

富来地域の活性化対策

　小中学校存続の道を探れ
検討委員会の

　答申を踏まえて検討 教育長

教
育
長

①
昨
年
５
月
に
富
来
地
域
小
中

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
検

討
委
員
会
を
設
け
、
将
来
の
学

校
運
営
、
教
育
環
境
や
学
習
環

境
の
充
実
を
目
的
と
し
検
討
し

て
い
る
。

　

検
討
委
員
会
の
答
申
内
容
を

踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

ま
ち
整
備
課
長

②
領
家
海
岸
の
侵
食
防
止
対
策

は
、
景
観
に
配
慮
し
つ
つ
、
波

の
力
や
勢
い
を
打
ち
消
す
人
工

リ
ー
フ
の
設
置
及
び
養
浜
が
有

効
で
最
適
な
方
法
と
さ
れ
て
い

る
。

　

完
成
後
は
、
周
辺
施
設
の
充

実
に
よ
る
誘
客
と
あ
わ
せ
交
流

人
口
の
拡
大
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。　

商
工
観
光
課
長

③
現
行
補
助
制
度
を
活
用
出
来

る
も
の
は
活
用
し
、
出
来
な
い

も
の
は
、
公
益
性
が
認
め
ら

れ
、
町
や
町
民
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
必
要
に

応
じ
た
支
援
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。
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林①
町
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
高
齢

者
対
象
の
社
会
参
加
促
進
、
健
康

維
持
・
増
進
、
介
護
予
防
事
業
の

運
営
内
容
と
状
況
は
。

②
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
「
リ
ス

キ
リ
ン
グ
（
学
び
直
し
）
事
業
」

が
盛
ん
だ
が
、
本
町
で
も
産
業
界

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
密
に
行
い
、

人
出
不
足
解
消
や
介
護
予
防
の
一

助
と
せ
よ
。

健
康
福
祉
課
長

①
「
羽
衣
大
学
」
開
催
支
援
や
介

護
予
防
体
操
の
活
動
な
ど
、
地
域

づ
く
り
の
社
会
参
加
を
す
る
た
め

の
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。　

　

今
後
も
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
活
躍
で
き
る
施
策
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

商
工
観
光
課
長

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
産
業
雇
用
安

定
セ
ン
タ
ー
で
高
齢
者
の
就
職
支

援
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
お

り
、
意
見
交
換
会
の
実
施
は
考
え

て
い
な
い
。

　

関
係
機
関
と
協
力
連
携
し
な
が

ら
、
人
材
確
保
に
悩
ん
で
い
る
事

業
者
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
雇
用

の
安
定
と
高
齢
者
の
健
康
増
進
の

一
助
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。　

林　　一夫　議員

高齢者の健康維持・増進の取組は

活躍できる施策を実施　健康福祉課長

人
口
減
少
が
進
む　

　
　

町
の
将
来
像
を
聞
く

移
住
・
定
住
拠
点
を
構
築

町
長

町
長若

年
者
の
町
外
流
出
と
晩

婚
・
非
婚
化
、
少
子
化
の
悪
循

環
を
断
ち
切
る
た
め
、
結
婚
し

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
に
重

点
を
置
き
、
定
住
の
基
盤
と
な

る
働
く
場
と
住
ま
い
の
提
供
の

充
実
を
図
る
。　

　

住
み
や
す
さ
や
住
む
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
能
登
の
移
住
・
定
住

拠
点
を
構
築
し
、
能
登
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
町
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。　

林
　

人
口
減
少
、
過
疎
化
、
少
子

高
齢
化
、
労
働
力
不
足
等
の
現

状
を
踏
ま
え
た
町
の
将
来
像
を

示
せ
。　

そ
の
他
の
質
問

林
　

部
活
動
支
援
員
の
充
足
を

目
指
す
べ
き
だ
が
、課
題
は
。

教
育
長

　

地
域
移
行
の
方
向
性
を
検

討
し
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や

町
文
化
協
会
、
各
団
体
と
相

談
の
う
え
、
人
材
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　

元
気
な
高
齢
者
の
割
合
が
高

い
志
賀
町
に
し
ま
し
ょ
う
‼　
　
　

議
ひ
員

と
の

こ
と

高齢者が活躍できる場が求められる

一般質問

14ぎかいのひろば №73
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堂下　健一　議員

堂
下

①
本
町
で
は
複
数
の
事
業
者
が

同
じ
地
域
で
１
０
０
基
に
も
及

ぶ
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

事
業
者
が
ま
と
ま
っ
て
説
明
会

を
開
く
こ
と
な
ど
の
要
望
が
出

て
い
る
が
全
く
返
答
が
な
い
。　
　

　

こ
の
よ
う
な
事
業
者
は
風
力

発
電
建
設
の
資
格
が
な
い
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
は
。　
　

②
建
設
を
計
画
す
る
事
業
者
が

逃
げ
去
る
例
が
起
き
て
い
る
。　

　

後
始
末
は
、
行
政
が
負
う
こ

と
に
な
る
と
思
う
が
、
予
測
さ

れ
る
事
態
に
ど
う
臨
む
の
か
。

③
計
画
の
反
対
や
見
直
し
、
環

境
（
生
態
系
）
へ
の
影
響
、
土

砂
災
害
の
懸
念
、
景
観
へ
の
影

響
、
自
然
歩
道
へ
の
影
響
が
課

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

行
政
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

対
応
を
考
え
て
い
る
か
。　

町
長

①
地
域
住
民
へ
説
明
責
任
を
果

た
す
よ
う
求
め
る
。　

②
風
力
発
電
事
業
は
国
が
認
可

す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
に
お
い
て
確
実
に
解
体
・
撤

去
さ
れ
る
よ
う
、
廃
棄
等
に
係

る
費
用
の
積
立
制
度
の
確
立
を

求
め
て
い
る
。

③
持
続
可
能
な
事
業
計
画
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
県
に
対
し
、
騒
音
、
景
観
、

動
植
物
な
ど
へ
の
影
響
や
災
害

防
止
な
ど
、
環
境
保
全
に
関
し

意
見
を
述
べ
て
い
く
。

能
登
地
域
ト
キ
放
鳥
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

町
民
と
共
有
す
る
課
題
は

意
識
醸
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
副
町
長

風力発電問題を問う

説明責任を果たすよう求める　町長

　

モ
デ
ル
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る

減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
で
の
水
稲

栽
培
の
取
組
を
継
続
し
、
徐
々
に

町
全
体
に
広
げ
て
い
く
必
要
性
を

感
じ
た
。　

　

農
業
者
を
は
じ
め
、
地
域
住
民

の
意
識
醸
成
を
図
る
こ
と
が
重
要

と
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
モ

デ
ル
地
区
で
の
取
組
が
地
域
全
体

に
浸
透
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関

や
稗
造
地
区
と
も
連
携
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

堂
下

　

能
登
地
域
ト
キ
放
鳥
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
で
、
参
考
に
な
る
よ

う
な
報
告
・
意
見
は
あ
っ
た
か
。

　

町
民
と
共
有
し
、
具
体
化
し
て

い
け
れ
ば
と
い
う
課
題
は
あ
っ
た

か
。

副
町
長

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ト
キ
と

の
共
生
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
な

ど
、
農
業
関
係
者
を
は
じ
め
県
民

へ
の
理
解
を
深
め
、
ト
キ
放
鳥
に

向
け
た
取
組
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

堂
下

①
夏
冬
の
指
定
避
難
所
の
空

調
設
備
は
万
全
か
。

②
避
難
先
と
な
る
各
学
校
の

空
調
設
備
を
把
握
し
て
い
る

か
。

③
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
対
応

状
況
を
聞
く
。

④
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
準
備

状
況
を
聞
く
。

環
境
安
全
課
長

①
町
内
14
か
所
の
指
定
避
難

所
は
冷
暖
房
設
備
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。　

②
災
害
応
援
協
定
先
や
冷
暖

房
機
器
の
調
達
に
つ
い
て
調

整
を
図
る
。

③
避
難
者
の
心
身
の
ケ
ア
は
、

専
門
職
を
中
心
に
対
応
す
る
。

④
初
期
段
階
に
は
対
応
で
き

る
備
蓄
量
と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
に
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
（
有
機
）

給
食
を
１
か
月
導

入
。
ゼ
ロ
と
１
の

間
は
と
て
つ
も
な

く
大
き
い
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

をを問う!問う!町政町政町政町政

トキとの共生は実現できるか

ぎかいのひろば №73
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一般質問

中谷　松助　議員

中
谷

　

国
と
東
京
電
力
は
「
関
係
者
の

理
解
な
し
に
い
か
な
る
処
分
を
も

し
な
い
」
と
の
約
束
を
踏
み
に
じ

り
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
を

強
行
し
た
。　

　

処
理
水
を
約
30
年
に
わ
た
っ
て

海
洋
放
出
し
つ
づ
け
る
と
い
う
こ

と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
原
発
立

地
町
と
し
て
決
し
て
他
人
事
で
は

な
い
と
思
う
が
、
町
長
の
受
け
止

め
を
伺
う
。　

町
長Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
は
円

滑
な
廃
炉
作
業
を
進
め
る
た
め
に

も
必
要
不
可
欠
と
認
識
し
て
お

り
、
海
洋
放
出
の
中
止
を
求
め
る

必
要
は
な
い
と
考
え
る
が
、
風
評

被
害
に
対
す
る
徹
底
的
な
対
策
が

必
要
で
あ
る
と
も
考
え
る
。　

　

国
に
対
し
て
、
全
国
原
子
力
発

電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
を
通

じ
、
安
全
・
着
実
に
行
う
こ
と
、

説
明
責
任
を
確
実
に
果
た
す
と
と

も
に
、
正
確
か
つ
丁
寧
な
情
報
発

信
に
よ
り
、
風
評
被
害
対
策
を
講

じ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。　

ＡＬＰＳ処理水
　海洋放出の中止を求めよ

　中止を求める必要はない
町長

健
康
保
険
証
廃
止
撤
回
を
求
め
よ

　

求
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
住
民
課
長

住
民
課
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一

体
化
し
た
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

を
持
た
な
い
す
べ
て
の
人
に

「
資
格
確
認
書
」
を
職
権
交
付

す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
確
実
に
保
険
診
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
対
す
る
課

題
の
解
決
が
図
ら
れ
て
い
く
こ

と
を
踏
ま
え
、
国
に
対
し
廃
止

撤
回
を
求
め
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

中
谷

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
改
正
法

成
立
後
も
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
巡

る
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
た
な

い
。

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な

ど
、
自
分
で
申
請
で
き
な
い
人

は
無
保
険
者
に
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
健
康
保
険
証
廃

止
撤
回
を
求
め
よ
。　

そ
の
他
の
質
問

中
谷75

歳
以
上
に
も
人
間
ド
ッ

ク
健
診
補
助
を
。

住
民
課
長

　

胃
が
ん
検
診
な
ど
９
項
目

の
検
診
を
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
考
え
て
い
な
い
。

中
谷

　

小
中
学
校
給
食
費
の
完
全

無
償
化
を
。

教
育
長

　

国
が
一
律
に
制
度
化
す
べ

き
と
考
え
る
。

中
谷

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

勉
手
当
支
給
の
有
無
を
聞
く
。

総
務
課
長

　

来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
る
。　

中
谷

　

米
寿
「
敬
老
福
祉
金
」
は
現

金
支
給
を
。

健
康
福
祉
課
長

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
地
元
経

済
の
活
性
化
の
た
め
、
商
品
券

に
よ
る
支
給
を
継
続
す
る
。

　

国
の
悪
政
に
も
皆
様
と
と
も

に
声
を
上
げ
ま
す
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

中
谷

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増

床
を
。　

健
康
福
祉
課
長

　

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
で
検

討
・
協
議
を
行
い
決
定
し
て
い

き
た
い
。　
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をを問う!問う!町政町政町政町政
アーバンスポーツ
　魅力と可能性を問う
スポーツツーリズムの実現に
　取り組む 生涯学習課長

そ
の
他
の
質
問

梢
　

自
主
防
災
活
動
の
現
況
を

聞
く
。

環
境
安
全
課
長

　

町
内
に
47
地
区
38
組
織
が

設
立
さ
れ
、
防
災
訓
練
や
講

習
会
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
が
活
か

さ
れ
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

梢　　正美　議員
梢

　

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力

と
可
能
性
、
市
場
動
向
と
期
待

さ
れ
る
経
済
効
果
と
、
事
業
を

通
じ
て
、
ど
ん
な
町
を
実
現
し

た
い
か
。

　

施
設
運
営
の
体
制
、
安
全
対

策
、
近
隣
へ
の
理
解
、
騒
音
な

ど
に
は
ど
ん
な
対
策
が
必
要
と

考
え
る
か
。

町
長
が
描
く
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

　

活
力
あ
る
町
を
引
き
継
ぐ
町
長

町
長

　

次
世
代
に
活
力
あ
る
志
賀
町

を
引
き
継
い
で
、
志
賀
町
に
住

ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
町
を
目
指
す
。　
　

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
は
じ

め
、
議
会
や
各
種
団
体
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
、
町
の
未
来
を

考
え
た
建
設
的
な
ご
意
見
を
聞

く
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
募
集
す
る
な
ど
し

て
、
計
画
に
反
映
し
て
い
き
た

い
。

梢
　

第
２
次
志
賀
町
総
合
計
画
で

は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、「
笑
顔
と
魅
力
に

あ
ふ
れ
、
未
来
に
飛
躍
す
る
ま

ち
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る

が
、
こ
の
先
10
年
後
、
本
町
が

実
現
し
た
い
町
の
あ
り
た
い
姿

は
。

　

町
の
未
来
を
考
え
る
こ
と
を

論
点
に
住
民
の
声
・
民
意
を
ど

の
よ
う
に
今
後
の
総
合
計
画
に

反
映
し
て
い
く
か
。

生
涯
学
習
課
長

　

若
い
世
代
を
中
心
と
し
て
身

近
で
気
軽
に
始
め
ら
れ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
た
情
報
発
信
で
施
設

の
魅
力
を
広
げ
ら
れ
る
。
県
内

外
か
ら
多
く
の
利
用
者
が
訪
れ

る
と
想
定
し
て
お
り
、
既
存
の

観
光
資
源
と
併
せ
て
経
済
効
果

に
繋
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
現
に
取
り
組
む
。　

　

施
設
運
営
は
指
定
管
理
と

し
、
安
全
対
策
は
問
題
点
の
洗

い
出
し
を
進
め
て
い
る
。　
　
　

　

隣
接
の
商
業
施
設
に
想
定
さ

れ
る
問
題
を
説
明
し
、
理
解
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
利
用
者
に

は
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
図
る
。

【
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
】

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
を
主
な
目
的
と
す
る

観
光
旅
行
。

シーサイドヴィラ渤海横に建設予定の
多目的広場とスケードボード場（イメージ）

議
ひ
員

と
の

こ
と

ぎかいのひろば №73
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開
会

本
会
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と
委
員
会
の
流
れ
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　議会における「委員会」をご存知ですか？　
　議会で取り扱う議案は数も多く、内容も幅広い分野にわたります。　
　そのため、いくつかの部門に振り分けて専門的、効率的に審査を行える
ように、委員会が設置されています。
　今回は、本会議での議決に先立ち審査を行う「委員会」をご紹介します。　
　議会の「委員会」を、“みて！よんで！しって！”

議案説明映像は
こちらから

本　会　議会

議
案
説
明

　

上
程
し
た
議
案
に
つ
い
て

町
長
が
説
明
を
行
い
ま
す
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

　

議
案
の
提
出
者
（
町
長
）
に
対
し
て
、
議
案
の
内
容

や
提
案
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
点
や
不
明
な
点
を

尋
ね
ま
す
。　
　

議
案
・
請
願
の
委
員
会
付
託

　

提
出
さ
れ
た
議
案
・
請
願
を
担
当
す
る
委
員
会
に
託

し
ま
す
。　
　

総
務
産
業

建
設

教
育
民
生

予
算
決
算

委
員
会
で
分
野
別
に
細
か
く
審
査
を
し
ま
す
。

⬅⬅⬅⬅⬅⬅

⬅⬅

⬅⬅

志
賀
町
議
会
に
は
３
つ
の
常
任
委
員
会

が
あ
り
、
議
員
は
予
算
決
算
委
員
会

を
除
く
２
つ
の
常
任
委
員
会
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。　
　

常
任
委
員
会
と
は
、
そ
の
部
門
に
属
す

る
町
の
事
務
に
関
す
る
調
査
を
行

い
、
議
案
・
請
願
等
を
審
査
す
る
委

員
会
で
す
。

特
別
委
員
会
と
は
、特
定
の
事
柄
に
限
っ

　

て
設
置
さ
れ
る
臨
時
的
な
機
関
。
そ

の
事
柄
の
審
査
・
調
査
が
終
了
す
れ

ば
消
滅
す
る
委
員
会
で
す
。　
　

？ ？

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

※
役
場
内
部
事
務
や
地
場
産
業
に

　
　

か
か
る
分
野
を
所
管

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

※
教
育
や
住
民
の
暮
ら
し
に

　
　

か
か
る
分
野
を
所
管　

南　政夫／越後 敏明／林　一夫／福田 晃悦　
（前列）寺井　強 委員長／堂下 健一 副委員長　

梢　正美／櫻井 俊一／中谷 松助／表谷 茂浩　
（前列）南　正紀 委員長／冨澤 軒康 副委員長　　

委
員
会
っ
て
？　

そ
の
１



みて！よんで

志賀町議会志賀町

閉
会

採　

決

採　

決
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委　員　

委
員
長
報
告

　

委
員
会
で
の
審
査
の
経
過
と
結
果
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑

討
論

　

議
案
に
つ
い
て
、
議
員
が
賛
成
・

反
対
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
ま
す
。

議
案
説
明

説
明
・
質
疑

請
願
審
査

⬅⬅⬅⬅⬅⬅

⬅⬅

⬅⬅

原
子
力
発
電
所
対
策

　
　
　
　

特
別
委
員
会

※
志
賀
原
子
力
発
電
所
の
安
全

対
策
、
防
災
計
画
等
の
問
題

に
か
か
る
分
野
を
所
管

（
委
員
長
）　

南　
　

政
夫

　
（
副
委
員
長
）　

寺
井　
　

強

議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成

議
会
広
報
特
別
委
員
会

※
議
会
広
報
の
発
行
に
関
わ
る

調
査
及
び
編
集
に
か
か
る
分

野
を
所
管

（
委
員
長
）　

表
谷　

茂
浩

　
（
副
委
員
長
）　

南　
　

正
紀

　
　
　
　
　
　

寺
井　
　

強

　
　
　
　
　
　

南　
　

政
夫

　
　
　
　
　
　

冨
澤　

軒
康

特別委員会
委
員
会
っ
て
？　

そ
の
２

議
会
運
営
委
員
会

　

※
議
会
運
営
に
関
す
る
事
項
を
協
議　冨澤 軒康／越後 敏明／寺井　強　　

（前列）櫻井 俊一 委員長／南　政夫 副委員長　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

※
当
初
予
算
・
補
正
予
算
・
決
算
に

か
か
る
分
野
を
所
管

（
委
員
長
）　

冨
澤　

軒
康

　
（
副
委
員
長
）　

越
後　

敏
明

議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成

議会についての
疑問にお答えし
ます。

最終的に、本会議の
採決で決定します。

本　会　議
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2020

12/５
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

12/12
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

12/19
（火）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

12月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。
発
行
責
任
者

議　
　

長

福
田　

晃
悦

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

表
谷　

茂
浩

副
委
員
長

南　
　

正
紀

委　
　

員

寺
井　
　

強

　
　
　
　
　
　

南　
　

政
夫

　
　
　
　
　
　

冨
澤　

軒
康

ぎ
か
い
の
ひ
ろ
ば

ぎ
か
い
の
ひ
ろ
ば

ぎ
か
い
の
ひ
ろ
ば

議
会
だ
よ
り

議会へのご質問、「ぎかいのひろば」に
ついてのご感想・ご意見などありました
ら、ホームページの
入力フォームをご利
用下さい。　

お

しました

お

聞
きしました 志賀町

と
志賀町の

こ

と
のの

ししかまち
ＬＩＦＥＬＩＦＥ

今回は、今回は、

志賀町に移住されたに移住されたに移住された

安津見安津見 のの 大橋大橋さんさん

にお話しをお聞きしました。にお話しをお聞きしました。

必要と感じます。
　「地域おこし」について、町や議員さんも考えている
とは思いますが、私たち住民も意識を持ってどうした
らいいか考えていければと思います。

編集後記編集後記

　議会広報の編集委員も今年で13年目となりました。
　この間、できるだけ多くの皆様に読んでいただける
よう紙面づくりに取り組んできました。
　そのような中、昨年12月から視覚に訴える紙面づ
くりへと大転換を試みました。お気づき頂けましたか? 
　是非とも皆様のご意見・ご感想をお寄せください。　　

大橋さんご夫妻

（南　正紀）

　穏やかにお話される姿が印象的
な大橋さん。地域にもすっかり馴
染んでおられますね。
　これからもお元気で「しかまち
ＬＩＦＥ」を楽しんでください！

出身はどちらですか。また志賀町に住んで何年
になりますか。

七尾市から、妻の実家である安津見に移って
約４年になります。

志賀町の印象はいかがですか。

　周りの人がとても親切で、心配することなく
地域に解け込めたと感じています。
　よく声をかけてくれるので、地域の行事や飲
み会にも参加しています。

すきな場所、よく行く場所はありますか。

　町の図書館へはよく行きます。
　安部屋海岸・弁天島はきれいで気に入っている場
所のひとつです。
　今年は久しぶりに通常に戻っての地区の祭りが開
催されたのですが、なかでも太鼓演奏がたいへんよ
かったです。

町や議会に望むことはありますか。

　自然な風景が変わっていくのが残念。
　経済を回すことも必要ですが、環境を守ることも

ぎかいのひろば №73
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